
セ
ッ
シ
ョ
ン
№
2
の
発
表
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

中

島

志

郎

一
、
角
田
泰
隆
氏
の
発
表
「
道
元
禅
師
の
人
間
観
」
に
つ
い
て

角
田
泰
隆
氏
の
発
表
は
、
道
元
禅
師
の
人
間
観
を
尋
ね
る
問
い
か
け
は
、
禅
思
想
の
吟
味
と
い
う
よ
り
、
一
見
迂
回
と
も
思
え
る
仏

教
世
界
を
め
ぐ
る
言
説
の
吟
味
か
ら
始
ま
る
。

曰
く
、
三
千
大
千
世
界
と
そ
の
中
心
の
須
弥
山
世
界
（
器
世
間
）
で
あ
り
、
仏
土
、
仏
国
土
で
あ
り
、
人
間
界
（
南
洲
）
に
人
身
を

う
け
て
、
仏
法
に
あ
い
た
て
ま
つ
る
こ
と
の
、
感
謝
・
報
恩
、
三
宝
帰
依
す
る
こ
と
の
功
徳
等
々
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
世
界
の
上
で
よ

う
や
く
信
仰
も
可
能
に
な
る
と
。

総
じ
て
角
田
氏
の
枚
挙
す
る
引
用
例
は
、
そ
れ
が
実
は
多
く
道
元
十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
所
説
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
偶
然

で
は
な
い
。
殊
勝
で
篤
実
な
仏
道
行
持
の
提
案
は
十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
特
徴
で
も
あ
る
。
そ
れ
が
実
は
角
田
氏
の
「
遥
か
な
る

菩
提
へ
の
道
」
と
い
う
道
元
理
解
の
基
本
的
視
点
に
も
重
な
っ
て
い
る
。
釈
尊
に
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
ゆ
く
「
遥
か
な
る
仏
道
」
の
確

認
で
あ
る
。

『
正
法
眼
蔵
』
の
旧
草
と
呼
ば
れ
る
諸
巻
と
は
明
白
に
説
相
を
異
に
す
る
十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
が
百
巻
本
を
想
定
し
て
い
た
の

は
周
知
の
通
り
。
道
元
禅
師
の
人
間
観
を
問
う
こ
と
は
、
道
元
「
正
伝
仏
法
」
の
根
本
を
問
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
未
完
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の
百
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
体
系
構
想
の
意
図
を
問
う
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
道
元
の
人
間
観
を
め
ぐ
る
い
か
な
る
論
理
が
伏
在
す

る
の
か
？

百
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
体
系
構
想
か
ら
自
ず
と
起
ち
あ
が
っ
て
き
た
だ
ろ
う
道
元
の
人
間
観
を
推
理
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
、
そ
れ
が
角
田
氏
の
提
案
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
視
点
に
な
る
に
違
い
な
い
。

鎌
倉
時
代
、
栄
西
と
と
も
に
入
宋
留
学
僧
道
元
は
日
本
禅
宗
の
起
点
で
あ
る
。
し
か
し
道
元
の
明
言
す
る
通
り
「
正
伝
仏
法
」
は
自

ら
を
初
伝
と
す
る
「
日
本
」
に
お
け
る
正
法
の
開
始
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
中
国
禅
宗
の
単
な
る
歴
史
的
伝
播
で
は
な
く
、
ま
た
「
禅

宗
」
の
起
点
で
も
な
か
っ
た
。

中
国
禅
宗
が
中
国
仏
教
固
有
の
条
件
下
に
発
展
を
遂
げ
た
歴
史
的
形
成
物
で
あ
り
、
到
達
点
で
あ
っ
た
に
対
し
、
道
元
「
正
伝
仏

法
」
の
独
自
性
は
、
彼
此
の
国
を
違
え
る
こ
と
を
最
初
の
条
件
と
し
て
、
自
ら
の
思
想
的
到
達
点
を
日
本
初
伝
の
正
法
（
正
伝
仏
法
）

と
し
て
原
理
的
な
定
礎
と
す
る
と
い
う
明
確
な
自
覚
の
宣
言
に
あ
っ
た
。
そ
こ
に
中
国
の
禅
宗
誕
生
と
日
本
の
そ
れ
と
の
決
定
的
な
意

味
と
条
件
の
相
違
が
あ
る
。「
正
伝
仏
法
」
は
中
国
禅
宗
の
単
な
る
伝
播
に
と
ど
ま
る
は
ず
も
な
く
、
両
者
は
彼
此
の
思
想
の
相
違
と

い
う
よ
り
、
い
わ
ば
歴
史
の
展
開
（
事
実
存
在
）
に
対
し
て
歴
史
を
総
括
し
た
道
元
の
理
念
的
出
発
点
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
こ
の
両

者
の
際
立
っ
た
相
違
点
（
歴
史
的
事
実
と
理
念
的
到
達
点
）
は
、
中
国
禅
宗
と
道
元
と
の
大
き
な
断
絶
を
意
味
す
る
が
、
一
方
そ
の
こ

と
で
道
元
は
、
中
国
禅
宗
に
対
し
て
あ
る
種
、
思
惟
の
自
由
を
獲
得
す
る
。

結
果
と
し
て
道
元
は
自
ら
の
思
惟
を
通
し
て
中
国
禅
の
展
開
を
、
ひ
い
て
は
仏
教
の
全
体
を
総
括
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
、

道
元
が
日
本
に
お
け
る
禅
宗
（
正
伝
仏
法
）
の
理
念
的
出
発
点
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

道
元
が
獲
得
し
た
思
惟
の
自
由
は
、
同
時
に
道
元
の
説
相
の
特
徴
も
根
拠
づ
け
る
。『
正
法
眼
蔵
』
は
中
国
禅
総
括
の
綿
密
な
道
取

を
尽
く
す
論
述
の
書
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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理
念
的
出
発
点
と
は
な
に
か

『
正
法
眼
蔵
』
の
説
示
は
文
字
通
り
道
元
の
思
想
的
到
達
点
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
は
「
正
伝
仏
法
」
の
説
示
と
し
て
道
元
に
当
然
の

欲
求
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
は
「
正
伝
仏
法
」
と
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
説
示
と
と
も
に
只
管
打
坐
（『
広
録
四
』）
で
あ
り
『
仏
祖
正
伝

菩
薩
戒
作
法
』（
一
二
二
五
）
ま
で
包
摂
し
た
あ
る
仏
道
の
全
体
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
「
正
伝
仏
法
」
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
思
想
的
到
達
点
を
包
摂
す
る
、
正
法
の
あ
る
全
体
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
『
正
法
眼
蔵
』

の
思
想
的
到
達
点
は
「
正
伝
仏
法
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
当
初
『
正
法
眼
蔵
』
と
「
正
伝
仏
法
」
に
は
些
か
の
矛
盾
も
な
い
一
体
の

仏
道
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
「
正
伝
仏
法
」
の
構
想
の
深
化
と
と
も
に
、
当
初
の
も
く
ろ
み
と
は
異
な
っ
て
、

両
者
は
直
ち
に
は
一
致
し
な
く
な
っ
た
。「
正
伝
仏
法
」
の
内
実
を
め
ぐ
っ
て
『
正
法
眼
蔵
』
の
説
示
と
の
あ
る
不
調
和
が
顕
在
化
し

て
き
た
。

そ
も
そ
も
『
正
法
眼
蔵
』
諸
巻
の
説
示
と
し
て
提
示
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
「
正
伝
仏
法
」
の
体
系
的
構
築
が
、
道
元
の
思
想
的
到
達

点
（
旧
草
）
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
た
の
は
、
実
は
体
系
の
叙
述
方
法
と
し
て
は
順
序
は
逆
転
し
て
い
る
。

完
成
し
た
思
想
の
体
系
で
あ
れ
ば
、
論
理
体
系
の
舒
述
と
し
て
は
、
段
階
的
な
出
発
点
（
端
緒
）
か
ら
は
じ
ま
る
。「
正
説
」
に
対

す
る
「
序
文
」、
あ
る
い
は
「
大
意
」
の
ご
と
く
。
し
か
し
、『
正
法
眼
蔵
』
は
そ
の
意
味
で
の
「
正
伝
仏
法
」
の
体
系
完
成
以
前
の
、

自
ら
の
思
想
的
到
達
点
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。「
正
伝
仏
法
」
の
構
想
の
深
ま
り
と
旧
草
『
正
法
眼
蔵
』
の

到
達
点
は
、
や
が
て
内
な
る
齟
齬
と
し
て
道
元
の
自
覚
に
上
っ
て
き
た
。
か
つ
て
十
二
巻
本
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
新
旧
『
正
法

眼
蔵
』
の
「
書
き
あ
ら
た
め
」
問
題
と
は
、「
正
伝
仏
法
」
の
体
系
と
『
正
法
眼
蔵
』
と
の
、
い
わ
ば
後
者
を
前
者
に
統
合
す
る
構
想

の
再
構
築
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
、
禅
宗
と
区
別
さ
れ
る
日
本
初
伝
「
正
伝
仏
法
」
の
展
開
は
、
そ
の
語
義
か
ら
し
て
『
正
法
眼
蔵
』
と
は
当
初
か
ら
齟
齬
が

内
在
し
、
そ
れ
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
は
常
に
あ
っ
た
。「
正
伝
仏
法
」
の
体
系
構
想
の
深
化
は
叙
述
の
変
容
を
不
可
避
と
す
る
以
上
、
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『
正
法
眼
蔵
』
の
説
示
も
変
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
当
然
、「
正
伝
仏
法
」
の
最
終
的
な
構
想
の
う
え
で
は
そ
れ
ら
矛
盾
は
統

合
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。「
正
伝
仏
法
」
の
全
体
構
想
が
、
今
度
は
あ
ら
た
め
て
『
正
法
眼
蔵
』
の
説
示
に
還
流
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
道
元
の
正
伝
仏
法
は
い
わ
ゆ
る
禅
教
の
対
立
も
統
合
す
る
仏
道
の
全
体
（『
広
録
七
』『
仏
道
』
等
）
で
あ
り
、
こ
の
構
想
の

内
で
は
他
宗
と
禅
宗
の
あ
る
い
は
禅
宗
各
派
の
際
立
っ
た
特
徴
も
克
服
さ
れ
統
合
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

禅
は
中
世
仏
教
の
克
服
と
い
う
中
国
近
世
的
思
惟
と
し
て
、
あ
る
思
想
史
的
必
然
で
登
場
す
る
の
に
対
し
、
そ
の
伝
播
に
始
ま
る
日

本
の
禅
は
、
特
に
道
元
の
場
合
、
禅
宗
の
受
容
と
は
何
よ
り
自
身
の
思
想
的
到
達
点
と
い
う
一
点
を
必
然
性
と
し
て
可
能
と
な
っ
た
。

し
か
も
そ
れ
は
先
に
見
た
よ
う
に
道
元
独
自
の
「
正
伝
仏
法
」
と
い
う
日
本
仏
教
の
新
た
な
全
体
構
想
の
提
示
と
別
で
は
な
か
っ
た
。

道
元
『
正
法
眼
蔵
』
諸
巻
の
思
想
的
到
達
点
と
十
二
巻
本
が
暗
示
す
る
（
あ
り
得
た
は
ず
の
）
日
本
初
伝
の
正
伝
仏
法
の
全
体
構
想

（
例
え
ば
道
元
教
団
の
形
成
も
含
め
た
仏
道
の
全
体
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
統
合
を
見
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
果
た
し
て
そ
れ
は
調
和
で

き
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
思
想
は
道
元
の
内
で
本
当
に
断
絶
し
た
の
か
。

た
だ
道
元
に
は
一
方
で
南
宋
禅
宗
へ
の
強
い
批
判
が
あ
る
。
三
時
業
や
深
信
因
果
の
「
不
落
因
果
批
判
」
も
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
国
仏
教
は
趨
勢
と
し
て
、「
了
則
業
性
本
来
空
」（『
証
道
歌
』）
と
い
う
ご
と
く
、
証
悟
を
条
件
と
し
て
「
業
障
本
来
空
」
に
傾
斜
し

て
い
く
。
中
国
禅
宗
の
近
世
的
思
惟
に
対
し
て
道
元
「
深
信
因
果
」「
三
時
業
」
の
「
不
落
因
果
批
判
」
は
日
本
仏
教
の
中
世
的
思
惟

の
特
徴
を
依
然
、
色
濃
く
留
め
て
い
る
と
い
え
な
い
か
。
中
国
禅
と
道
元
の
対
立
と
は
、
中
国
近
世
（
宋
朝
禅
）
と
日
本
中
世
（
鎌
倉

仏
教
）
の
基
本
的
了
解
の
落
差
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

結

び

中
国
禅
宗
の
現
在
（
歴
史
的
到
達
点
）
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
理
念
（
思
想
的
到
達
点
）
と
し
て
提
示
さ
れ
た
『
正
法
眼
蔵
』
の
諸

巻
か
ら
、
日
本
初
伝
「
正
伝
仏
法
」
全
貌
を
ど
の
よ
う
に
提
示
す
る
か
。

208



十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
か
ら
窺
え
る
道
元
「
正
伝
仏
法
」
の
構
想
は
、
か
つ
て
の
自
ら
の
思
想
的
到
達
点
の
説
示
か
ら
、
日
本
初

伝
「
正
伝
仏
法
」
の
構
築
と
い
う
課
題
が
顕
在
化
す
る
の
だ
が
、
た
だ
道
元
の
思
想
的
到
達
点
は
、
そ
れ
と
し
て
は
自
ら
超
克
は
で
き

な
い
し
、
そ
の
必
要
も
な
い
。
道
元
の
内
で
深
化
し
て
い
っ
た
禅
宗
と
区
別
さ
れ
る
正
伝
仏
法
の
全
体
構
想
と
は
い
か
な
る
も
の
で

あ
っ
た
か
。

そ
れ
が
文
字
通
り
日
本
の
正
伝
仏
法
の
始
ま
り
と
し
て
、
学
人
（
初
学
道
者
）
に
対
す
る
現
実
的
な
課
題
（
教
団
体
制
の
現
実
的
な

定
礎
も
含
め
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
予
測
で
き
る
し
、
こ
の
問
題
に
は
様
々
な
提
案
が
な
さ
れ
た
。

十
二
巻
本
を
め
ぐ
る
論
議
の
渦
中
で
自
ら
幾
た
び
も
の
提
案
を
さ
れ
て
き
た
角
田
氏
の
発
表
が
、
十
二
巻
本
に
「
遥
か
な
る
仏
道
」

へ
の
強
い
確
信
を
得
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
そ
れ
が
旧
草
『
正
法
眼
蔵
』
と
は
区
別
さ
れ
る
十
二
巻
（
百
巻
）
本
の
特
徴
で
あ
り
、

つ
ま
り
道
元
「
正
伝
仏
法
」
の
帰
趨
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

道
元
の
思
想
的
到
達
点
を
包
摂
す
る
「
正
伝
仏
法
」
は
「
遥
か
な
る
仏
道
」
に
帰
着
す
る
か
、
と
す
れ
ば
『
正
法
眼
蔵
』
と
正
伝
仏

法
の
全
体
構
想
は
百
巻
本
で
あ
ら
た
め
て
統
合
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。「
正
伝
仏
法
」
の
構
想
が
百
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
体
系
に
一

致
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
正
伝
仏
法
の
全
貌
を
提
示
す
る
た
め
の
骨
格
は
い
か
な
る
教
学
と
も
別
種
の
い
わ
ゆ
る
教
学
の
体
系

と
は
お
よ
そ
異
質
の
体
系
と
な
っ
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。
単
な
る
教
禅
一
致
説
を
採
ら
な
い
道
元
に
お
い
て
、
そ
の
統
合
は
ど
の
よ

う
に
可
能
な
の
か
、
あ
ら
た
め
て
残
さ
れ
た
十
二
巻
本
か
ら
百
巻
本
の
構
想
を
問
う
必
要
が
あ
る
。

角
田
氏
の
「
遥
か
な
る
仏
道
を
生
き
る
」
と
い
う
提
案
が
多
く
十
二
巻
本
に
負
う
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
十
二
巻
本
は
発
心
受

戒
、
初
心
の
弁
道
か
ら
始
ま
り
、
涅
槃
（「
八
大
人
覚
」）
に
終
わ
る
。

十
二
巻
本
「
書
き
あ
ら
た
め
」
の
方
針
か
ら
、
百
巻
本
の
構
想
が
垣
間
見
え
な
い
か
。
つ
ま
り
発
心
・
出
家
・
受
戒
か
ら
涅
槃
に
至

る
出
家
の
生
涯
に
仮
託
さ
れ
た
百
巻
本
の
構
想
が
暗
示
さ
れ
て
い
な
い
か
。

と
い
う
の
は
道
元
に
あ
っ
て
は
行
持
道
還
（『
行
持
』）
と
し
て
の
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
は
出
家
の
生
涯
に
重
な
る
の
で
あ
り
、
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し
か
も
そ
れ
は
間
断
な
き
刹
那
の
生
住
異
滅
に
も
通
ず
る
。
出
家
の
生
涯
（
仏
道
の
歩
み
）
も
、
実
は
刹
那
の
行
持
道
還
と
別
で
は
な

い
。
行
持
道
還
と
し
て
の
「
遥
か
な
る
仏
道
」
は
生
死
の
束
の
間
を
埋
め
て
反
復
さ
れ
る
遥
か
な
命
の
連
な
り
で
あ
る
。

つ
ま
り
悠
久
の
反
復
で
あ
る
「
行
持
道
還
」
こ
そ
仏
道
の
全
体
で
あ
る
新
旧
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
繫
ぐ
鍵
語
で
は
な
い
か
。

釈
尊
に
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
ゆ
く
存
在
で
あ
る
人
間
の
「
遙
か
な
る
仏
道
」
の
歩
み
と
い
う
主
題
は
、
大
智
禅
師
発
願
文
に
道
元
禅

師
の
人
間
観
・
仏
道
観
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
と
角
田
氏
は
い
う
。

確
か
に
大
智
へ
と
継
が
れ
た
仏
教
発
願
文
に
は
、
大
乗
菩
薩
道
の
誓
願
だ
け
が
息
づ
い
て
い
る
。

道
元
が
希
求
し
た
百
巻
『
正
法
眼
蔵
』
の
体
系
構
想
は
も
は
や
想
像
を
超
え
る
。『
正
法
眼
蔵
』
と
い
う
永
遠
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル

（
écriture
文
字
言
語
）
を
前
に
し
て
、
私
ど
も
は
永
遠
の
読
解
の
試
み
を
も
っ
て
「
遥
か
な
る
仏
道
」
と
す
る
他
な
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
個
々
人
々
の
行
持
道
還
は
、
そ
の
ま
ま
仏
教
の
悠
久
の
反
復
に
還
流
す
る
。
そ
れ
は
無
明
の
う
ち
に
生
老
病
死
す
る
苦
へ
の
見

事
な
対
案
た
り
得
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
、
塩
入
法
道
氏
の
発
表
「「
心
」
と
「
身
」
と
「
世
界
」
の
関
係
の
再
構
築
に
向
け
て

天
台
教
学
の
視
点
よ
り

」
に
つ
い
て

塩
入
法
道
氏
の
発
表
は
、
天
台
教
学
の
立
場
か
ら
自
己
と
世
界
あ
る
い
は
他
者
と
の
関
係
を
捉
え
返
し
、
現
代
の
思
想
状
況
に
も
対

応
で
き
る
枠
組
み
の
提
起
を
試
み
る
と
い
う
提
言
で
始
ま
る
。
即
ち
仏
教
に
あ
っ
て
は
、
例
え
ば
『
俱
舎
論
』
の
一
切
法
（
五
位
七
十

五
法
）
に
あ
っ
て
も
、
色
法
十
一
や
色
境
（
眼
根
）

触
境
（
身
根
）
な
ど
、
外
界
と
認
識
さ
れ
る
法
も
、
実
は
自
己
の
身
心
か
ら
独

立
し
て
は
い
な
い
。
そ
こ
を
基
本
的
視
点
と
し
て
、
次
に
天
台
教
学
の
内
で
も
南
岳
慧
思
（
五
一
五

五
七
七
）
の
「
一
切
法
」
定
義

の
考
察
に
向
か
う
。

即
ち
、
一
切
法
は
、
衆
生
法
・
仏
法
・
心
法
に
分
類
さ
れ
る
（
智
顗
〈
五
三
八

五
九
七
〉『
法
華
玄
義
』
釋
名
法
大
正
三
三
、
六
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九
三
上
）
が
、
塩
入
氏
の
分
析
は
、「
一
切
法
」
中
で
も
さ
ら
に
「
衆
生
法
」
の
分
析
を
通
し
て
、
自
己
・
世
界
（
あ
る
い
は
）
他
者

と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
。
こ
の
衆
生
法
は
智
顗
『
維
摩
文
疏
』
に
、

所
言
衆
生
者
、
即
是
五
陰
入
界
等
法
。
攬
此
実
法
以
為
身
衆
生
。（
卍
続
蔵
二
八
、
二
六
八
）

と
い
う
よ
う
に
、「
衆
生
」
は
色
法
の
一
切
「
五
陰
入
界
等
の
法
」
で
あ
り
、
陰
入
界
、
即
ち
陰
（
五
陰
）
と
入
（
十
二
入
）
界
（
十

八
界
）
の
同
一
範
疇
が
衆
生
と
定
義
さ
れ
る
。

か
く
し
て
五
陰
（
六
根
）
十
二
入
十
八
界
と
し
て
一
切
世
界
で
あ
る
衆
生
は
、
自
己
と
世
界
と
い
う
構
図
か
ら
は
、
世
界
（
客
体
）

の
側
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
二
項
は
対
象
的
な
定
義
と
し
て
、
単
純
に
分
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
己
と
の
関
係
に
お
い
て

登
場
し
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

先
の
『
維
摩
文
疏
』
も
『
華
厳
経
』「
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
」（
夜
摩
天
宮
菩
薩
説
偈
品
）
や
「
三
界
所
有
唯
是
一
心
」（
十

地
品
）
を
引
く
よ
う
に
、
一
切
法
と
い
え
ど
も
自
己
の
心
と
身
体
か
ら
独
立
し
た
世
界
で
は
な
い
と
い
う
立
場
は
広
く
仏
教
に
認
め
ら

れ
、
衆
生
法
の
分
析
も
「
心
」「
身
」「
世
界
」
の
関
係
と
し
て
定
式
化
さ
れ
る
。

こ
の
仏
教
の
認
識
論
が
持
つ
基
本
的
性
格
は
「
唯
心
論
的
傾
向
」
と
も
「
主
観
的
」
と
も
規
定
さ
れ
る
の
だ
が
、「
一
切
法
は

陰

入
界
を
通
し
て
我
々
の
心
が
把
握
し
た
限
り
で
の
一
切
で
あ
る
」
即
ち
、「
自
他
の
分
別
を
越
え
て
仏
知
見
に
入
る
…
…
自
己
と
衆
生

と
は
…
…
対
立
的
に
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
の
で
あ
る
か
ら
、「「
私
」
と
切
り
離
さ
れ
た
「
世
界
」
は
あ
り
得
な
い
」
の
で
あ

る
。
く
り
返
し
に
な
る
が
、
心
・
仏
・
衆
生
（
一
切
法
）
の
関
係
に
お
い
て
、
自
己
と
世
界
（
他
者
）
と
し
て
成
立
す
る
世
界
は
単
な

る
客
観
的
対
象
で
は
な
い
。
例
え
ば
六
根
と
六
境
の
関
係
は
、
認
識
器
官
と
対
象
の
関
係
で
あ
り
、
近
代
の
認
識
論
的
構
図
か
ら
は
、

認
識
の
対
象
・
作
用
・
内
容
と
い
う
三
項
の
有
機
的
（
縁
起
論
的
）
な
関
係
と
し
て
主
客
の
合
一
が
図
ら
れ
る
と
い
う
理
解
に
相
応
す

る
。心

身
と
世
界
の
存
在
を
前
提
的
に
別
立
で
き
な
い
し
、
単
な
る
唯
心
論
的
認
識
論
に
と
ど
ま
っ
て
も
十
分
で
は
な
い
。
塩
入
氏
の
考
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察
は
、
そ
こ
か
ら
単
な
る
唯
心
論
に
堕
す
る
危
険
性
を
「
回
避
」
す
る
自
己
と
世
界
の
関
係
性
の
提
案
に
向
か
う
が
、
こ
の
提
起
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

慧
思
の
『
諸
法
無
諍
三
昧
法
門
』
冒
頭
の
語
に
、「
無
量
の
仏
法
の
功
徳
は
、
一
切
皆
な
禅
よ
り
生
ず
」（
大
正
四
六
、
六
二
七
下
）

と
い
い
、

一
切
の
仏
身
と
一
切
の
衆
生
身
と
、
一
念
心
中
に
一
時
に
行
じ
て
、
前
無
く
後
無
く
、
亦
た
中
間
無
し
。
一
時
に
説
法
し
て
衆
生

を
度
す
。
皆
な
是
れ
禅
波
羅
蜜
の
功
徳
の
成
す
る
所
な
り
。（
同
）

と
、
仏
と
衆
生
と
の
一
致
を
「
一
心
」
と
し
て
明
か
し
、
坐
禅
の
実
習
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
観
法
を
通
じ
た
「
私
」
と
「
世

界
」
と
の
不
可
分
の
関
係
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
自
己
と
世
界
と
の
対
立
で
は
な
い
自
他
不
二
、
自
他
分
別
を
越
え
た
高
度
な
智
慧
の

世
界
が
指
向
さ
れ
て
い
る
と
云
え
る
。
つ
ま
り
、
仏
教
の
心
の
探
究
は
精
緻
を
極
め
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
修

道
と
智
恵
の
獲
得
に
ま
で
展
開
す
る
必
然
性
（
可
能
性
）
を
内
包
し
て
い
る
。
先
の
智
顗
の
陰
入
界
に
あ
っ
て
も
円
融
三
諦
の
観
法
が

不
可
分
に
一
体
化
し
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
自
己
と
世
界
の
関
係
は
、
畢
竟
、
世
界
の
実
相
（
三
諦
三
観
、
十
界
十
如
）
の

了
解
と
別
で
は
な
い
。

か
く
し
て
心
・
身
・
世
界
の
関
係
は
天
台
教
学
に
い
う
「
陰
入
界
」
と
し
て
の
衆
生
観
が
定
式
化
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
現
代
的
認
識

に
対
す
る
「
古
く
て
新
し
い
」
知
見
が
開
け
る
…
…
と
い
わ
れ
る
。
認
識
さ
れ
る
も
の
は

な
ん
ら
か
の
形
で
構
築
的
（
縁
起
的
）
で

あ
る
と
い
う
理
解
は
、
意
外
に
も
西
洋
近
代
認
識
論
に
近
づ
く
。
こ
の
「
古
く
て
新
し
い
」
問
題
、
仏
教
の
古
さ
と
新
し
さ
と
は
、
現

代
の
人
間
理
解
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
切
り
結
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
も
う
一
方
の
西
洋
思
想
の
流
れ
に
沿
っ
て
概
観
し
て
み
よ
う
。

大
き
な
流
れ
と
し
て
、
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
（
ヘ
ブ
ラ
イ
＝
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
）
的
な
思
考
は
、
霊
魂
・
神
の
実
在
の
神
学
と
し
て
発
展

し
た
が
、
そ
れ
は
思
想
原
理
と
し
て
は
、
実
念
論
（
Realism
us）
優
位
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
し
か
し
西
洋
近
代
に
い
た
っ
て
台
頭
し

212



た
の
が
、
実
在
論
、
実
体
主
義
を
克
服
し
た
唯
名
論
（
N
om
inalism
e）
的
発
想
で
あ
っ
た
。
こ
の
実
念
論
か
ら
唯
名
論
へ
の
移
行
は
、

近
世
、
近
代
の
綿
密
な
諸
学
の
発
展
の
中
で
後
の
言
語
理
論
や
認
識
論
な
ど
の
発
展
を
促
し
、
近
代
の
科
学
革
命
の
進
展
と
と
も
に
、

事
物
そ
れ
自
体
な
ど
存
在
し
な
い
、
と
い
う
「
実
体
概
念
」
の
克
服
は
、
今
日
の
西
洋
近
代
思
想
の
基
本
的
な
了
解
と
な
っ
た
。

近
代
の
科
学
革
命
の
進
展
も
実
は
そ
も
そ
も
神
の
合
理
性
を
根
拠
に
し
て
い
た
が
、
こ
の
一
見
矛
盾
し
た
関
係
は
、
西
洋
キ
リ
ス
ト

教
の
神
学
思
想
の
発
展
と
と
も
に
、
内
包
し
た
ス
コ
ラ
哲
学
の
内
部
矛
盾
（
普
遍
論
争
に
代
表
さ
れ
る
実
在
論
と
唯
名
論
の
対
立
な

ど
）
と
し
て
始
ま
り
、
種
々
の
変
容
を
と
も
な
っ
て
、
神
の
合
理
性
（
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
と
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
統
合
）
は
、
や
が
て
、
神
と

合
理
性
の
分
裂
を
生
ん
だ
。

先
の
五
位
七
十
五
法
の
心
不
相
応
行
法
に
分
類
さ
れ
る
言
語
（
名
句
文
）
は
、
そ
の
特
異
性
が
、
龍
樹
『
中
論
』
に
代
表
さ
れ
る
中

観
派
は
し
ば
し
ば
言
語
論
的
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
二
諦
説
、
あ
る
い
は
言
語
観
な
ど
に
展
開
し
て
、
一
層
唯
名
論
的
発
想
に
接

近
す
る
と
い
え
る
。

そ
れ
ぞ
れ
「
法
」
は
仮
の
定
立
と
し
て
し
か
存
在
し
な
い
（
仮
有
）、
つ
ま
り
「
名
」
は
分
割
で
き
な
い
世
界
の
「
分
節
」
に
お
い

て
よ
う
や
く
成
立
し
て
い
る
。
世
界
が
言
語
的
分
節
に
よ
っ
て
、
縁
起
無
自
性
の
法
と
し
て
仮
に
現
出
し
て
い
る
と
い
う
の
は
龍
樹
の

有
部
批
判
と
し
て
基
本
的
了
解
に
属
す
る
だ
ろ
う
。

西
洋
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
は
千
年
以
上
の
時
間
を
か
け
て
、
科
学
的
合
理
主
義
の
進
展
を
は
ぐ
く
み
、
哲
学
も
認
識
論
や
言
語
論
の

深
ま
り
の
中
で
、
つ
い
に
霊
魂
や
神
の
実
在
と
い
っ
た
実
体
概
念
の
克
服
に
向
か
っ
た
。
い
わ
ば
神
学
に
対
し
て
諸
学
の
分
化
と
世
俗

化
を
通
し
て
、
実
在
論
の
克
服
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
霊
魂
や
神
の
実
在
よ
り
も
存
在
の
空
を
観
た
仏
教
思
想
が
、
い
ち
早
く
そ
の
問
題
構
成
に
到
達
し
て
い
た
の
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

仏
教
は
初
期
仏
教
で
す
ら
単
純
な
実
在
論
で
は
な
い
唯
心
説
を
内
包
し
て
い
た
が
、
有
部
の
法
有
（
実
在
論
）
か
ら
さ
ら
に
、
世
界
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の
現
出
は
分
割
で
き
な
い
、
世
界
は
要
素
の
集
合
で
は
な
い
と
い
う
縁
起
＝
空
思
想
の
唯
名
論
＝
言
語
論
的
な
発
想
の
深
化
を
通
し
て

実
在
論
（
実
念
論
）
を
克
服
す
る
視
点
を
獲
得
し
た
。

思
想
史
的
に
は
実
在
論
か
ら
唯
名
論
へ
と
い
う
べ
き
展
開
に
お
い
て
、
西
洋
近
代
の
唯
名
論
は
言
語
の
役
割
と
意
義
の
分
析
に
向
か

う
こ
と
で
、
縁
起
論
的
世
界
観
に
接
近
す
る
必
然
を
持
っ
た
。
西
洋
近
代
思
想
と
仏
教
思
想
の
関
係
は
、
実
在
（
実
念
）
論
か
ら
唯
名

論
的
発
想
へ
の
移
行
を
大
き
な
流
れ
と
し
て
、
昨
今
の
先
端
的
な
言
語
思
想
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
両
者
に
は
共
通
の
新
た
な
世
界
認

識
の
枠
組
み
が
展
望
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
仏
教
の
先
駆
的
な
到
達
点
は
、
そ
の
思
想
の
高
邁
さ
の
ゆ
え
に
歴
史
、
思
想
史
の
上
で
は
世
俗
化
し
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。

素
朴
実
在
論
と
は
世
俗
凡
夫
の
妄
念
な
の
で
あ
る
が
、
い
ち
早
く
実
体
主
義
を
克
服
し
た
、
い
わ
ば
早
す
ぎ
た
仏
教
の
真
理
は
世
俗
の

迷
妄
を
正
す
究
極
の
宗
教
的
真
理
と
し
て
秘
匿
さ
れ
続
け
、
む
し
ろ
世
俗
の
顚
倒
知
（
我
・
無
明
）
こ
そ
が
現
実
世
界
を
支
配
し
続
け

た
の
で
あ
る
。

洋
の
東
西
が
融
合
す
る
現
代
と
は
、
西
洋
近
代
思
想
（
の
旧
と
新
）
と
仏
教
（
の
旧
と
新
）
そ
れ
ぞ
れ
の
新
旧
問
題
意
識
が
交
錯
・

交
替
す
る
時
代
で
あ
り
、
仏
教
と
西
欧
近
代
思
想
、
実
念
論
・
唯
名
論
と
、
あ
る
い
は
東
洋
と
西
洋
に
お
け
る
基
本
原
理
の
展
開
の
歴

史
が
真
逆
の
過
程
を
採
っ
た
と
い
う
、
ね
じ
れ
が
顕
在
化
し
た
時
代
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
は
、
西
洋
の
有
論
（
存
在
論
／
存
在
概
念
）
が
近
代
の
哲
学
・
科
学
の
広
範
囲
な
進
展
（
世
俗
化
）
を
通
し
て
実
在
（
実

体
）
論
の
克
服
に
到
達
し
た
と
い
う
「
新
し
さ
」
に
対
し
、
仏
教
は
近
代
に
い
た
っ
て
も
そ
の
論
理
の
画
期
性
を
長
ら
く
宗
教
的
真
理

以
上
に
は
展
開
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
西
洋
近
代
合
理
主
義
の
到
達
点
を
経
由
し
て
仏
教
の
「
縁
起
・
無
我
・
空
」
の
現
代
的
意
味

を
理
解
（
再
発
見
）
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
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結

び

「
心
」「
身
」「
世
界
」
の
関
係
再
構
築
と
い
う
仏
教
の
現
代
的
な
課
題
の
探
究
が
提
案
さ
れ
た
。
評
者
の
関
心
か
ら
い
っ
て
、
と
り

わ
け
西
洋
哲
学
と
の
論
理
や
概
念
と
の
照
合
は
ま
さ
に
「
古
く
て
新
し
い
」
問
題
の
典
型
で
あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
古
来
よ

り
論
議
の
俎
上
に
あ
が
っ
た
未
解
決
の
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
仏
教
と
西
洋
哲
学
は
そ
の
基
本
原
理
や
変
遷
の
順
逆
の
過
程
が
奇
妙

な
交
錯
を
見
せ
る
こ
と
も
意
味
す
る
。「
心
」「
身
」「
世
界
」
は
、
哲
学
的
に
は
主
客
関
係
や
心
物
関
係
と
し
て
心
に
対
す
る
物
は

身
・
世
界
を
含
む
。
心
身
問
題
も
同
様
で
あ
る
。

神
の
実
在
を
墨
守
し
た
西
洋
思
想
が
近
代
に
い
た
っ
て
実
在
論
を
克
服
し
つ
つ
あ
る
。
西
洋
近
代
合
理
主
義
は
実
在
（
実
体
）
論
の

克
服
を
通
し
て
、
仏
教
の
縁
起
・
無
我
・
空
に
通
底
す
る
世
界
観
に
共
鳴
し
つ
つ
あ
る
。
今
日
、
洋
の
東
西
を
超
え
て
、
新
旧
の
世
界

観
、
宗
教
と
合
理
性
と
い
っ
た
問
題
の
統
合
的
な
考
察
が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
私
た
ち
は
差
掛
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

仏
教
は
人
間
と
世
界
の
無
我
、
空
と
い
っ
た
基
本
原
理
か
ら
自
己
と
世
界
の
関
係
に
つ
い
て
様
々
な
問
題
設
定
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

天
台
教
学
の
備
え
る
稠
密
な
論
理
や
教
理
の
体
系
性
、
例
え
ば
『
摩
訶
止
観
』
の
体
系
全
体
か
ら
起
ち
あ
が
る
人
間
観
と
は
い
か
な
る

も
の
か
、
あ
ら
た
め
て
詳
論
の
教
示
を
請
い
た
い
。
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